
構造改革特別区域計画 
 
１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称 
 石川県鹿島郡中能登町  
 
２ 構造改革特別区域の名称 
 中能登町どぶろく特区 
 
３ 構造改革特別区域の範囲 
 中能登町の全域 
 
４ 構造改革特別区域の特性 
 中能登町（以下「本町」という。）は石川県の北半分を占める能登半島のほぼ中央に位置し、

南は羽咋市、西は志賀町、北は七尾市、東は富山県氷見市と接しており、面積は 89.36 ㎢で邑

知地溝帯を中心に平野部が七尾市から羽咋市まで拡がっている。本町の東側は石動山、西側は

眉丈山を中心とし、日本の原風景ともいえる田園を取り巻く丘陵地の緑、潤いのある河川等の

自然にも恵まれた地域で、平成 23 年 6 月には、日本初の世界農業遺産に認定されている。気

候は、日本海側特有の気候で、年間を通して降水量が多く、冬季は積雪もあり四季がはっきり

としている。 
 人口は平成 26 年 9 月 1 日現在で 19,016 人、世帯数は 6,598 世帯で、合併当初の平成 17 年

3 月 1 日の 20,283 人から年々減少しており、今後もこの傾向は続くと見込まれ、特に若年層を

中心とした人口の流出による少子高齢化が進むものと予想される。また、世帯数は 17 年 3 月 1
日の 6,187 世帯から核家族化により増加傾向を示していたが、25 年 9 月 1 日の 6,609 世帯をピ

ークにゆるやかに減少しており、今後も徐々に減少傾向が続くことが予想される。 
 このような中、本町の主な産業は繊維産業と豊かな自然を生かした農業が盛んで、稲作をメ

インに最近では能登野菜の栽培にも力を注いでいる。これは、26 年 4 月に「道の駅織姫の里な

かのと」が開業したことが起因となっており、今後も地元の住民だけでなく観光客の誘客とな

るよう全国へ発信していく。 
 また、来年 3 月には北陸新幹線の金沢開業、更には能越自動車道の七尾ＩＣまでの開通が決

定しているため、更なる観光客の増加を期待しており、誘客に力を注いでいる。 
 
５ 構造改革特別区域計画の意義 
 本町では、稲作などの農業、織物業が主要産業として発展してきたが、それらの産業の現状

は兼業化と高齢化が進み、零細な経営規模と低い労働生産により職業的魅力の低さから後継者

不足が深刻となっている。 
 このような課題を解決するため、主要産業の一つである農業を、より高収入・高付加価値型

のものへと転換し、魅力ある農業経営を実現することが必要である。 
 また、道の駅「織姫の里なかのと」、「能登上布会館」、国指定史跡「石動山」・「雨の宮古墳群」

の整備・充実を図りつつ、これらの観光拠点との連携によって、より魅力ある滞在型観光に取



り組み、地域経済の活性化につなげることが求められている。 

本計画により、本町で生産する無農薬米を使用した、その他の醸造酒（特定酒類）（以下「濁

酒」という。）の加工製造及び提供を合わせた 6 次産業化に取り組み、より高利潤な農業経営

の実現を目指すと同時に、農家レストラン等で濁酒を提供することによって、町内の観光資源

の開発と魅力醸成が図られ、本町が目指す農業・観光を中心とした地域経済の活性化が期待で

きる。 

 

６ 構造改革特別区域計画の目標 

 本計画により、本町で生産する無農薬栽培の「五百万石」米を使用して濁酒の製造を行い、

提供することで新しい観光の魅力創出につながり、併せて他の観光資源との連携を図ることで

新たな観光ルートを構築できるなど、本町の目指す滞在型観光に結び付けた観光振興が期待で

きる。また、水稲生産にも新たな活力が生まれ、減衰傾向にある農業にも歯止めがかかるなど、

農業振興にも寄与することを目標とする。 

 

７ 構造改革特別区域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効果 

 本計画により濁酒の製造、提供が行えるようになることで、本町の農業や観光が発展し、地

域経済の活性化や地域の自立的な活動につながることが期待される。 

 観光分野では、濁酒の製造・提供を地域の新たな魅力と位置付け、他の観光資源と組み合わ

せた観光ルートの構築やグリーンツーリズムなど、新しい滞在型・体験型観光につながること

が期待できる。 

 また、農業においても、６次産業化により、濁酒を製造から提供まで一括して生産者が行う

ことで利益率の高いものにすることができる。また、併せて他の農業産品の６次産業化も推進

し、魅力ある農業経営に結び付けることで、農業の担い手を引き寄せ、持続的な農業振興につ

なげることが期待できる。 

 濁酒の製造から提供までのサイクルの実施により、地域経済に新たな活力を生み、地域団体

の自主的な活動を促す契機となり、地域社会の総合的な持続的発展につながることが期待され

る。 

 

◎ 期待される経済的社会的効果及び数値目標 

  小規模ながらも濁酒の製造・提供により、「五百万石」米に付加価値が付き、生産量の拡大

と濁酒の話題性から観光客の入込数の増加も見込まれ、新たな起業なども期待できる。 

項  目 ２６年度見込 ２７年度目標 ３０年度目標 

地域内の濁酒製造者 ０件 １件 ２件

「五百万石」米生産高 １６０㎏ ２５０㎏ ４５０㎏

濁酒製造量 ０ℓ ２００ℓ ４００ℓ

「五百万石」米売上高  69,328 円 108,325 円 194,985 円

中能登町観光入込客数 233,220 人 250,000 人 260,000 人

 



※積算根拠 
 ・10ａのほ場からの五百万石米の収量 ⇒ 約 450 ㎏ 
 ・無農薬、有機肥料のみの五百万石米の販売価格は約 433.3 円/㎏ 
 ・１ℓの濁酒を製造するために米約 750ｇ必要であることから、濁酒製造量の目標を設定する 
 
８ 特定事業の名称 
 ７０７（７０８） 特定農業者による特定酒類の製造事業 
 

別紙 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特定事業の内容、

実施主体及び開始の日並びに特定事業ごとの規制の特例措置の内容 
 



別紙 
 
１ 特定事業の名称 
 ７０７（７０８） 特定農業者による特定酒類の製造事業 
 
２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 
 構造改革特別区域内において、酒類を自己の営業場において飲用に供する業（農家民宿や農

園レストラン等）を営む農業者で、その特別区域内に所在する製造場において、自ら生産した

米（自ら生産した米に準ずるものとして財務省令に定めるものを含む。）を原材料として、その

他の醸造酒（特定酒類）（以下「濁酒」という。）を製造しようとする者 
 
３ 当該規制の特例措置の適用の開始の日 
 本構造改革特別区域計画の認定を受けた日 
 
４ 特定事業の内容 
（１）事業に関与する主体 
  上記２に記載の者であって、酒類製造免許を受けた者 
 
（２）事業が行われる区域 
  中能登町の全域 
 
（３）事業の実施期間 
  上記２に記載の者が、酒類製造免許を受けた日以降 
 
（４）事業により実現される行為 
  上記２に記載の者が濁酒の提供を通じて、地域の活性化を図るために濁酒を製造する。 
 
５ 当該規制の特例措置の内容 
 当該規制の特例措置により、農家民宿や農園レストラン等を営む農業者が、自ら生産した米

（自ら生産した米に準ずるものとして財務省令に定めるものを含む。）を原料として濁酒を製造

しようとする場合には、製造免許に係る最低製造数量基準が適用されず、小規模な事業主体も

酒類製造免許を受けることが可能となる。 
 中能登町（以下「本町」という。）では、日本初の世界農業遺産の認定により品質の高い米の

生産に積極的に取り組んでおり、これらの米を使用し、より付加価値の高い特産品を創出する

ことは、農業の振興及び地域活性化に必要であり、当該規制の特例措置の適用は不可欠である。 
 なお、当該特例措置により酒類の製造免許を受けた場合、酒税の納税義務者として必要な申

告納税や各種記帳義務が発生し、税務当局の検査及び調査の対象とされるが、本町は無免許製

造を防止するために制度内容の広報に努めるとともに、酒税法の規定に違反しないよう指導及

び支援を行う。 


	03＿構造改革特別区域計画書
	04＿添付書類
	添付書類
	１．図面
	２．工程表
	３．状況
	４．関係者の意見
	５．提案

	
	00＿鑑
	01＿計画概要(中能登町26.9)
	調査様式
	記入例

	02＿データシート（中能登町）
	データシート様式（特区）
	データシート様式（地域再生）
	記入例（特区）
	記入例（地域再生）



